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     『信』     令和３年１月２２日（金） 

自分の『可能性』を信じて・・・やれることをやり切りましょう！！ 

あっという間に1月も後半になりました。テスト、試験、卒業式・・いろんなことが近づいて 

きています。毎日どんな思いで過ごしていますか？やらなければいけないことを実際に行動に移

せていますか？今回どこかで聞いたことがあるかもしれませんが、『ノミ』の話を伝えます。 

 ノミは小さい生物です。目を凝らしてもなかなか見えないサイズです。でもノミにはすごいパ

ワーがあるのです。体の大きさのおよそ１０００倍、２m ぐらいの高さまでジャンプすることが

できます。１６０cm の身長の人なら１６００m、山を飛び越えるようなジャンプ力です。でもそ

のノミを、高さ５０cm のビーカーに入れて蓋
ふた

をしたらどうなるでしょうか？最初は知らずにず

っと頭をぶつけます。でもそれを繰り返しているうちに、ノミはだんだん学習して頭をぶつけな

いように飛ぶようになります。 

 そうなった時、そっとビーカーの蓋を取るとどうなるかわかりますか？もう蓋がないのに、ノ

ミは５０cmの高さしか飛べなくなってしまうのです。本当は飛べるのに、自分はもうここまで

しか飛べないと決めてつけてしまいます。自分自身も含めて、みんなもどこかでこんな風に思っ

てしまうことはありませんか？小さい時はアンパンマンやウルトラマンになりたい、できるでき

ないに関わらず、純粋に夢を叶えたいと思っていませんでしたか？人は大きくなるにつれ、そう

いう発想ができなくなってしまいます。過去の失敗経験が増えれば増えるほど、チャレンジする

ことを忘れています。でも、できるかできないかは、やってみないとわかりません。過去に失敗

を重ねたことであったとしても、ビーカーのノミのように蓋はありません。思い切って一歩踏み

出せば、たくさんの可能性に満ちあふれています。 

 

 ノミの話には続きがあります。高く飛べなくなったノミが、再び飛べるようになる方法があり

ます。それはビーカーにもう一匹、別のノミを入れるのです。そのノミは蓋があった時のことは

知らないので、ビーカーの中で思いっきりジャンプします。そうするとそれを見て、飛べなかっ

たノミが、自分も飛べると再び大きく飛ぶようになるのです。つまり今飛べないと思っている人

は、自分の近くで限界を決めずに頑張っている仲間、理想のモデルや尊敬する人がいれば、その

人の近くに行ってエネルギーをもらい、一緒に飛んでみてください。ぜひ来週の学年末テスト、

卒業後の進路に向けて、限界を決めずにチャレンジしてください！！応援しています★☆ 


